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2019年 12月期 投資有価証券評価損の戻入に関するお知らせ 
 
「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると

認められないものについて、2019年 12月期第 2四半期において減損処理による投資有価証券評価

損を計上いたしましたが、株価が回復したため、投資有価証券評価損の戻入が発生することになり

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2019年 12月期における有価証券評価損 

2019年 12月期第３四半期会計期間（2019年 10月 1日

から 2019年 12月 31日まで）の有価証券評価損の総額 

（＝Ａ－Ｂ） 

△171百万円 

（△：戻入益） 

 
（Ａ）2019年 12月期（2019年 4月 1日から 2019

年 12月 31日まで）の有価証券評価損の総額 
―百万円 

 

（Ｂ）直前四半期（2019年 12月期第 2四半期）累

計期間（2019 年 4 月 1 日から 2019 年 9 月 30 

日まで）の有価証券評価損の総額 

171百万円 

※ 四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 2019年 12月期は決算期の変更により、2019年 4月 1日から 2019年 12月 31日までの 

9ヶ月間になります。 

 

 ２．今後の見通し 

上記の戻入が 2019年 12月期決算業績に与える影響はありません。なお、業績の詳細につ

きましては別途開示しております 2019年 12月期決算短信〔日本基準〕(連結)をご参照くだ

さい。 
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